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ベ
ル
リ
ン
で
の
一
茶
論
議
ー
そ
の
1

中
川附嶺
雄

ベ
ル
リ
ン
の
秋
は、

か
な
り
冷
え
込
む
け
れ
ど、

そ
れ
だ
け
に
紅

山
梨
が
鮮
や
か
で
美
し
い
。

紅
が
映
え
る
信
濃
路
と
は
追
っ
て、

賞
褐

色
が
主
調
だ。

そ
の
ベ
ル
リ
ン
の
閑
静
な
一

角
に
日
独
セ
ン
タ
ー
が

あ
る。

東
西
交
流
の
場
と
し
て
様
々
な
文
化
的
・
学
術
的
な
催
し
が

行
わ
れ、

広
く
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
が、

私
は
た
ま
た
ま
昨
秋
と

今
秋、

二
年
続
け
て
同
セ
ン
タ
ー
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
招
か
れ

た。

昨
年
の
テ
l
マ
は
「
高
等
教
育
と
大
学」

だ
っ
た
が、

今
年
は

「
子
供
と
音
楽」

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で、

日
本
か
ら
は
才
能

教
育
研
究
会
の
豊
田
耕
児
会
長
と
私
が
参
加
し
た。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
た
め
の
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
i
ド
の
子
供
た
ち
十
名
に
よ
る
演
奏

も、

大
変
に
好
評
で
あ
っ
た。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
議
論
も
活
発
だ
っ
た
が、
「
ス
ズ
キ
・
メ
ソ

ー
ド
｜
音
楽
と
幼
児
教
育
お
よ
び
そ
の
普
遍
性」

と
題
す
る
私
の
報

告
に
際
し、

ス
ズ
キ
の
子
供
た
ち
は
一

茶
の
俳
句
を
朗
読
す
る
そ
う

だ
が、

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か、

と
い
っ
た
質
問
が
会
場
か

ら
飛
び
出
し
た。

私
は
い
さ
さ
か
戸
惑
っ
た
け
れ
ど、
「
ド
イ
ツ
で

も、

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
で
も、

子
供
た
ち
が
よ
く
誇
を
朗
読
す

る
よ
う
に、

型
と
リ
ズ
ム
の
あ
る
日
本
の
伝
統
的
な
短
詩
と
し
て
の

俳
勾
の
閉
読
と
暗
記
は、

幼
児
教
育
と
し
て
も
大
切
で、

鈴
木
鎮一

先
生
は
子
供
に
も
親
し
み
ゃ
す
い
一

茶
の
俳
句
を
百
句
選
ば
れ
た
の

だ」

と
い
っ
た
返
答
を
し
た。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く、
一

茶
の
俳
句

を
め
ぐ
る
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
の
だ
が、

ま
さ
か
ベ
ル
リ
ン
で
一

茶

が
話
題
な
り、

私
が
そ
れ
に
答
弁
す
る
な
ど
と
は、

思
い
も
よ
ら
な

い
こ
と
で
あ
っ
た。

（
国
際
社
会
学
者）
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紙
絵

斉
藤

清

題

字

佐
藤

文
子

俳
句
的
な
こ
と
が
ら
（
1）
：－
j
i－－：；
j
i－－：
：
中
嶋

嶺
雄

俳
冠抄・．． 

六
根
消
浄・
：
：
：－
j
i－－
：
：
：
：・
j
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：
：
：
：
：
：
：
佐
藤

文
子

第
十
回
信
濃
俳
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通
信
武主
宰
選
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j
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佐
藤
文
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第
十
回
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通
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賞
作
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j
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j
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町
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・
：
：
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j
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：
：
：
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古
畑
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通
信
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賞
作
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加
科
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美
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・：
有
賀
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通
信
奨
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賞
作
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丸
山
奈
津
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通
信
賞
得
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通
信
賞
佳
作
作
品・

。

通
信
新人
賞
佳
作
作
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審
査
員
選
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俳
句
ア
ン
グ
ル
：
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避
遁
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梓
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上
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青
嶺
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背
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萌
芽
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五
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渓
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久
女
雑
感
（
日）
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j
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i－－・；：：：
増
田

連

万
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せ
せ
ら
ぎ
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j
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：
：
：
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：
：
：
高
木
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例
会
作
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(ベルリンでの一茶論議-その１(『信濃俳句通信』通巻214号-2003.01.10
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